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      溝口 史子 弁護士 

 

政
府
が
推
進
す
る
「
働
き
方
改
革
」

で
は
、
働
く
人
の
置
か
れ
た
個
々
の
事

情
に
応
じ
、
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
契
約
」
で

す
。 

 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
契
約
と
は
、
働
く
人

が
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

業
務
委
託
契
約
（
請
負
契
約
、
委
任
契

約
）
等
の
名
目
で
一
定
の
業
務
を
引
き

受
け
る
契
約
を
言
い
ま
す
。 

 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
契
約
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
働
く
時
間
や
場
所
等
の
自
由
さ
で

す
が
、
こ
の
契
約
形
態
に
は
多
く
の
リ

ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
ず
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
契
約
は
雇
用

契
約
で
は
な
い
た
め
、
働
く
人
は
原
則

と
し
て
「
労
働
者
」
に
当
た
ら
ず
、
労

働
関
係
法
制
に
定
め
ら
れ
た
、
労
働
時

間
や
賃
金
等
の
規
制
に
よ
る
保
護
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
実
態
は
雇
用
契
約
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
企
業
が
働
く
人
と
の
間
で

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
契
約
を
結
び
、
労
働
法

上
の
規
制
を
免
れ
よ
う
と
す
る
事
例

も
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
所
は
、

こ
う
し
た
事
例
で
は
、
働
く
人
と
企
業

の
間
に
「
使
用
従
属
性
」
が
あ
る
か
（
仕

事
の
依
頼
や
業
務
従
事
の
指
示
に
対

し
て
断
る
自
由
が
あ
る
か
、
勤
務
時

間
・
勤
務
場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る

か
、
業
務
内
容
や
遂
行
の
仕
方
に
つ
い

て
具
体
的
な
指
揮
命
令
を
受
け
て
い

る
か
、
報
酬
が
成
果
で
は
な
く
労
務
に

対
し
て
支
払
わ
れ
る
か
、
労
務
提
供
に

代
替
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
等
）
を

検
討
し
、
「
使
用
従
属
性
」
が
認
め
ら

れ
れ
ば
、
契
約
の
名
目
を
問
わ
ず
、
働

く
人
を
労
働
者
と
し
て
扱
い
、
労
働
法

を
適
用
す
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
契
約
で
は
、

よ
ほ
ど
の
特
別
な
技
能
を
持
つ
人
で

な
い
限
り
、
働
く
人
は
企
業
側
に
対
し

て
立
場
が
弱
く
、
待
遇
面
で
の
交
渉
が

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
仕
事
を
安
く

買
い
た
た
か
れ
た
り
、
移
籍
制
限
や
行

き
過
ぎ
た
秘
密
保
持
義
務
の
強
要
と

い
っ
た
苛
酷
な
契
約
条
件
を
課
さ
れ

た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
実
情
か
ら
、
公
正
取

引
委
員
会
は
、
２
月
、
企
業
側
に
よ
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
す
る
不
利
な
条

件
の
押
し
つ
け
は
、
独
占
禁
止
法
が
禁

じ
る
「
優
越
的
地
位
の
乱
用
」
に
当
た

り
、
公
正
取
引
委
員
会
の
取
り
締
ま
り

対
象
と
な
る
と
の
運
用
指
針
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。 

 

労
働
法
に
定
め
ら
れ
た
労
働
者
の

権
利
は
、
働
く
人
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の

闘
い
の
中
で
勝
ち
取
っ
て
き
た
権
利

で
す
。
働
き
方
の
多
様
性
と
い
う
言
葉

の
陰
で
、
企
業
が
働
く
人
を
苛
酷
な
立

場
に
追
い
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、
注

視
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

２０１８年 ６月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４０（４） 

 

 

６
・１
９
宣
伝
行
動
に
雨
の
中
６
０
人
が
参
加 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
毎
月
行
動 

 

安
倍
暴
走
政
治
は
と
ど
ま
る
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
。
カ
ジ
ノ
法
案
の
強
行

採
決
に
続
き
、
過
労
死
促
進
法
と
も
言

わ
れ
て
い
る
「
働
き
方
改
革
法
案
」
の

強
行
が
画
策
さ
れ
て
い
る
６
月
１
９

日
、
小
倉
駅
前
南
口
デ
ッ
キ
周
辺
で
平

和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
の
毎
月

宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
雨

の
中
６
０
人
の
労
働
者
、
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら

「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万
人

署
名
」
を
訴
え
ま
し
た
。 

マ
イ
ク
を
握
っ
て
の
訴
え
は
、
北
九

州
共
闘
の
竹
内
議
長
、
北
九
州
地
区
労

連
の
永
冨
議
長
、
日
本
共
産
党
藤
沢
議

員
、
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
副

代
表
の
前
田
弁
護
士
、
小
倉
地
区
の
会

野
瀬
事
務
局
長
、
革
新
懇
の
平
川
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、「
憲
法

改
悪
の
危
険
性
」「
強
引
な
国
会
運
営

で
悪
法
を
ご
り
押
し
す
る
安
倍
内
閣

の
異
常
さ
」「
嘘
と
疑
惑
だ
ら
け
の
安

倍
政
治
は
終
わ
り
に
し
よ
う
」
な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。 

雨
の
中
６
０
人
の
労
働
者
、
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を
配
布

し
な
が
ら
「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０

０
０
万
人
署
名
」「
６
月
７
日
に
第
１

次
分
と
し
て
１
３
５
０
万
筆
を
国
会

に
提
出
し
た
。
引
き
続
き
こ
れ
を
上

積
み
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

毎
月
１
９
日
に
宣
伝
行
動
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
程
を
調
整
し

参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

「嘘と疑惑まみれの安倍政権」を終わりにと訴える永冨議長 

多くの方から３０００万人署名への協力が寄せられました 
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２０１８年 ６月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４０（１） 

 

地
方
選
で
福
岡
県
議
会
選
挙
予
定

候
補
の
高
瀬
菜
穂
子
県
議
と
大
石

正
信
市
議
が
参
加
し
高
瀬
議
員
が

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

議
案
の
提
案
は
、
堀
田
事
務
局
長

が
第
１
号
議
案
経
過
報
告
、
第
３
号

議
案
夏
季
闘
争
方
針
案
及
び
当
面

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
「
２
０
１

８
年
春
闘
、
第
８
９
回
北
九
州
統
一

メ
ー
デ
ー
の
取
り
組
み
、
安
倍
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万
人
署
名
の
取

組
み
、
働
き
方
改
革
法
案
反
対
の
た

た
か
い
、
さ
よ
な
ら
原
発
３
・
１
１

北
九
州
集
会
、
５
・
３
憲
法
フ
ェ
ス

タ
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
全
力
を
挙

げ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
枠
組

み
に
こ
だ
わ
ら
な
い
共
同
闘
争
に

全
力
で
と
り
く
み
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
、
「
働

き
方
改
革
法
案
が
極
め
て
重
要
な

段
階
に
入
っ
て
い
る
。
過
労
死
推
進

の
危
険
な
法
案
で
あ
り
廃
案
に
向

け
て
全
力
を
！
、
８
時
間
働
け
ば
ま

と
も
な
生
活
の
出
来
る
社
会
の
実

現
を
求
め
、
全
国
一
律
最
賃
制
度
の

確
立
を
目
指
す
取
り
組
み
、
労
働
者

の
悩
み
や
要
求
の
前
進
を
め
ざ
し

労
働
相
談
活
動
の
強
化
、
平
和
行
進

や
原
水
禁
大
会
、
反
核
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
平
和
の
取
り
組
み
、
６
月
７
日
に

安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
の
署
名
１
３
５

０
万
筆
を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た

が
、
嘘
と
公
文
書
偽
造
、
疑
惑
ま
み

れ
の
安
倍
内
閣
の
即
時
退
陣
を
求

め
て
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
呼
び
か

け
て
い
こ
う
と
提
案
し
ま
し
た
。 

財
政
議
案
と
し
て
、
第
３
四
半
期

決
算
報
告
、
２
０
１
７
年
度
決
算
見

込
み
と
更
正
予
算
（
案
）
、
２
０
１

８
年
度
暫
定
予
算
（
案
）
を
堀
田
事

務
局
長
が
提
案
し
質
疑
討
論
に
入

り
ま
し
た
。 

 

質
疑
討
論
で
は
、
４
団
体
（
健
和

会
労
組
、
学
嘱
労
・
地
区
国
公
・
福

建
労
）
４
名
の
評
議
員
が
発
言
し
、

す
べ
て
の
議
案
は
補
強
さ
れ
、
満
場

の
拍
手
で
採
択
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
し
た
。
９
月
１
６
日
（
日
）

１
０
時
か
ら
小
倉
北
区
西
部
毎
日

会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
る
定
期

大
会
成
功
に
向
け
て
、
役
員
検
討
委

鼻
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
財
政
検

討
委
員
会
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
永
冨
議
長
の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
で
し
め
＜
＜
ら
れ
、
平

和
の
取
り
組
み
、
働
き
方
改
革
法
案

の
廃
案
を
目
指
す
取
り
組
み
、
３
０

０
０
万
人
署
名
の
前
進
を
め
ざ
し
平

和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
の
行
動

の
強
化
、
来
春
た
た
か
わ
れ
る
北
九

州
市
長
選
挙
な
ど
一
連
の
選
挙
闘
争

に
全
力
で
た
た
か
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
評
議
員
会

で
し
た
。 

 

雨
あ
が
り 

 
 

今
月
１
７
日
、
下
の
子
（
男
）
が
通
っ

て
い
る
幼
稚
園
の
イ
ベ
ン
ト
（
父
の
日
）

で
平
尾
台
に
登
山
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
こ
数
年
ま
と
も
に
運
動
し
て
い
な
い
私

に
と
っ
て
、
ま
ず
運
動
す
る
服
装
が
無
い

こ
と
に
気
付
き
慌
て
て
ジ
ャ
ー
ジ
を
買

い
、
案
内
文
に
帽
子
持
参
と
記
入
し
て
あ

っ
た
の
で
、
帽
子
も
購
入
し
準
備
万
端
。 

当
日
は
天
気
も
よ
く
、
登
山
日
和
。
親

子
で
手
を
握
り
、
１
列
に
な
っ
て
山
登
り

の
開
始
。
登
山
コ
ー
ス
に
は
途
中
ウ
サ
ギ

さ
ん
コ
ー
ス
（
緩
や
か
で
遠
回
り
）、
カ
メ

さ
ん
コ
ー
ス
（
急
勾
配
）
を
選
ぶ
所
が
あ

り
、
息
子
は
前
々
か
ら
ウ
サ
ギ
コ
ー
ス
が

い
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
カ

メ
さ
ん
コ
ー
ス
を
登
っ
て
い
た
の
で
無
理

矢
理
？
カ
メ
さ
ん
コ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。 

親
子
で
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
３
０
分
程

度
で
し
た
が
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と

い
う
風
の
音
を
感
じ
た
り
、
好
き
な
風
景

を
探
し
た
り
、
虫
な
ど
を
探
す
と
い
っ
た

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ち
ょ
っ

と
早
い
昼
食
（
お
に
ぎ
り
）
タ
イ
ム
。
我

が
家
の
お
に
ぎ
り
の
具
は
、
息
子
希
望
の

梅
干
と
、
か
ら
あ
げ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
の
子
は
、「
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
牛
肉
が

入
っ
て
る
よ
ー
」
な
ど
大
声
で
自
慢
の
し

合
い
で
し
た
。 

 

昼
食
も
終
わ
り
、
下
山
の
時
間
。
下
山

途
中
で
息
子
が
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
～
。

又
登
り
た
い
。
今
度
は
家
族
で
来
よ
う
ね
」

と
、
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
奥

さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
運
動

し
な
い
奥
さ
ん
は
た
し
て
登
る
で
し
ょ
う

か
？
登
っ
た
と
き
は
ま
た
雨
上
が
り
で
報

告
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
坂
） 

+
 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
６
月
８
日
（
金
）
１
８
時
３
０
分
か
ら
戸
畑
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
第
７
３
回
評
議
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
評
議
員
会
は
、
評

議
員
定
数
５
６
人
に
対
し
て
４
４
人
の
評
議
員
が
参
加
し
、
幹
事
会
が
提
案
し
た
す
べ
て
の
議
案
を
満
場
の
拍
手
で
承
認
・
採
択
し
ま
し
た
。 

 

評
議
員
会
は
、
北
九
州
地
区
国
公

の
池
田
評
議
員
、
北
九
州
地
域
ユ
ニ

オ
ン
の
西
原
評
議
員
を
議
長
団
に

選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。 

 

永
冨
地
区
労
連
議
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
来
春
た
た
か
わ
れ
る
一
斉

嘘と疑惑まみれのアベ内閣は即時退陣！ 頑張ろう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
５
５
回
北
九
州
母
親
大
会
に 

６
７
０
人
が
参
加
（
６
月
３
日
） 

  

第
５
５
回
北
九
州
母
親
大
会
が
、

「
今
こ
そ
！
平
和
が
一
番
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
精
神
科
医
の
香
山
リ
カ
さ
ん

を
記
念
講
演
の
講
師
と
し
て
招
き
、
若

松
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
と
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

１
０
時
か
ら
の
分
科
会
は
、「
平
和
、

憲
法
、
沖
縄
」
、「
安
倍
内
閣
の
働
き
方

改
革
は
バ
ラ
色
か
？
」
、「
小
学
校
か
ら

英
語
？
」
な
ど
８
つ
の
分
科
会
と
無
料

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
ど

の
分
科
会
も
会
場
一
杯
の
参
加
で
し

た
。
健
和
会
看
護
学
院
の
生
徒
７
６
人

の
参
加
で
、
ど
の
分
科
会
も
元
気
の
出

る
内
容
で
し
た
。 

 

１
３
時
か
ら
の
全
体
会
に
は
６
７

０
人
が
参
加
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
会

と
な
り
ま
し
た
。 

５
月
２
６
日
（
日
）
１
３
時
３
０
分

か
ら
福
岡
市
第
３
偕
成
ビ
ル
４
階
会

議
室
で
福
岡
県
労
連
第
７
０
回
評
議

員
会
が
開
か
れ
、
北
九
州
地
区
労
連
と

し
て
５
人
（
評
議
員
４
人
、
傍
聴
者
１

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

評
議
員
会
は
、
江
口
県
労
連
議
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
道
下
事
務
局
長
が
２

０
１
８
年
春
闘
総
括
、
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
に
に
つ
い
て
提
案
。
第
３
四
半

期
財
政
報
告
、
２
０
１
８
年
度
暫
定
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
は
小
川
事
務
局
次

長
が
報
告
・
提
案
し
ま
し
た
。 

議
案
に
対
す
る
発
言
は
、
７
人
の
評

議
員
か
ら
あ
り
、
す
べ
て
の
議
案
は
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

２０１８年 ６月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３９（２） 

 

特
別
決
議
案
、
「
働
き
方
改
革
法
案

を
廃
案
に
追
い
込
む
特
別
決
議
」
満
場

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

北
九
州
地
域
人
権
連 

第
３
回
定
期
大
会
開
会 
  

６
月
１
２
日
北
九
州
市
地
域
人

権
運
動
協
議
会
第
３
回
定
期
大
会
が

北
方
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
藤
沢
市
議
、
高
瀬
県
議
、
三
輪
市

民
の
会
事
務
局
長
な
ど
か
ら
挨
拶
が

あ
り
廣
田
事
務
局
長
か
ら
経
過
報
告

活
動
方
針
（
案
）
な
ど
、
会
計
報
告
も

含
め
て
一
括
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

宮
浦
会
長
が
退
任
し
、
新
し
い
会
長

と
し
て
、
宮
浦
敬
順
氏
が
新
し
い
会
長

と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

       

 

実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
福
岡
県
実
行

委
員
会
の
韮
沢
事
務
局
長
と
北
九
州

市
民
の
会
三
輪
事
務
局
長
が
来
賓
挨

拶
。
１
３
団
体
が
出
席
し
た
運
動
交
流

は
、
北
九
州
で
の
た
た
か
い
が
一
堂
に

集
ま
り
壮
観
で
し
た
。 

 

運
動
交
流
で
会
場
が
盛
り
上
が
っ

た
後
に
、
記
念
講
演
講
師
の
香
山
リ
カ

精
神
科
医
が
登
壇
し
、
「
精
神
科
医
が

考
え
る
憲
法
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
１

時
間
た
っ
ぷ
り
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
３
５
枚
集
ま

り
、
そ
の
中
に
は
、
「
香
山
さ
ん
の
力

強
い
講
演
が
心
に
響
き
、
話
が
聞
け
て

良
か
っ
た
で
す
。
」
（
１
０
代
女
性
）
、

「
女
性
の
尊
厳
が
否
定
さ
れ
か
け
て

い
る
。
そ
れ
を
正
そ
う
と
し
て
い
る
香

山
さ
ん
は
か
っ
こ
い
い
。」（
１
０
代
女

性
）
な
ど
と
書
か
れ
好
評
で
し
た
。 

最
後
に
、
近
く
の
商
店
街
を
一
周
す

る
母
親
行
進
で
、
無
事
終
了
と
な
り
ま

し
た
。 

                    

さ
よ
な
ら
原
発
金
曜
行
動 

３
０
０
回
記
念
の
金
曜
行
動 

 
 

 

さ
よ
な
ら
原
発
北
九
州
連
絡

会
は
、
６
月
８
日
小
倉
駅
前
広
場

で
３
０
０
回
目
の
行
動
を
行
な

い
ま
し
た
。 

 

小
倉
駅
前
広
場
に
は
１
０
０

人
を
超
え
る
仲
間
が
参
加
し
、

「
原
発
は
い
ら
な
い
」
と
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
し
、
替
え
歌
や
踊
り
で

さ
よ
な
ら
原
発
を
ア
ピ
ー
ル
、
替

え
歌
の
踊
り
あ
り
、
う
た
ご
え
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

原
発
の
な
い
社
会
が
来
る
ま

で
金
曜
行
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
最
近
は
参
加
が
少
な
い
の

で
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                        

第７０回福岡県労連評議員会 開会挨拶は懸谷副議長 

人権連第３回定期大会で挨拶をする藤沢市会議員 

記念講演は精神科医の香山リカさん 大好評でした。 

母親行進は、近くの商店街を一回り。 

３００回目の記念すべき金曜行動で 
リレートークをする参加者 
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怒
り
！
怒
り
！
怒
り
！
怒
り
の
宣
伝
行
動
に
１
３
団
体
３
０
人
が
参
加
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
６
月
１
４
日
（
木
）
１
８
時
１
５
分
か
ら
小
倉
駅
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
で
、「
安
倍
働
き
方
改
革
法
案
」
の
強
行
を
許
さ
ず
、
廃
案
を
求
め
て
宣
伝

行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

、 

「働き方改革法案」は廃案にせよ！  

北九州地区労連怒りの宣伝行動 

「３０００万人署名第１次提出集会会場に山積みにされた１３５０万筆の署名 

の
中
川
書
記
長
な
ど
が
次
々
と
怒
り
を
込

め
て
、
嘘
と
公
文
書
改
ざ
ん
、
疑
惑
ま
み
れ

の
安
倍
政
権
を
糾
弾
し
ま
し
た
。 

チ
ラ
シ
の
受
け
取
り
も
よ
く
用
意
し
た

チ
ラ
シ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

「
働
き
方
改
革
」
一
括
法
案
を
政
権
党

は
強
行
採
決
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
高

プ
ロ
制
度
は
現
代
の
奴
隷
制
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
北
九
州
地
区
労
連
に
は
、
残

業
代
も
払
わ
ず
働
か
せ
る
の
で
す
か
ら
、

労
働
者
に
と
っ
て
重
要
な
法
律
な
ら
、
過

労
死
で
家
族
を
亡
く
し
た
方
々
が
反
対

す
る
の
は
当
然
だ
、
過
労
死
促
進
法
と
言

っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
、
誰
の
た
め

に
必
要
な
法
律
か
。
明
ら
か
に
し
て
ほ
し

い
。
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

宣
伝
行
動
を
始
め
る
と
、
永
冨
議
長
、

福
岡
自
治
労
連
公
務
公
共
一
般
の
土
井

委
員
長
、
医
労
連
健
和
会
労
組
の
安
達
書

記
長
、
争
議
団
共
闘
の
中
村
議
長
、
福
建

労
北
九
州
支
部
の
新
屋
敷
書
記
長
、
北
九

市
職
労
の
永
野
執
行
委
員
、
全
教
北
九
州

北
九
州
共
闘
セ
ン
タ
ー
の
「
働
き
方
改

革･

働
か
せ
改
悪｣

宣
伝
行
動
が
、
６
月
１
３

日
小
倉
駅
デ
ッ
キ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

労
働
組
合
（
全
港
湾
、
全
国
一
般
、
ユ
ニ

オ
ン
北
九
州
な
ど
）
、
労
働
弁
護
団
（
４
法

律
事
務
所
）
、
八
幡
ア
ク
シ
ョ
ン
加
盟
の
社

民
党
、
そ
れ
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
福
岡
地
方
本
部

も
共
同
の
立
場
で
参
加
し
ま
し
た
。 

５
人
の
方
々
が
マ
イ
ク
で
訴
え
、
ビ
ラ
も

配
ら
れ
ま
し
た
。 

改
憲
断
念
ま
で
署
名
集
約 

を
継
続 

  

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
は
６

月
７
日
（
木
）
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

で
「
安
倍
９
条
改
憲N

O

！
全
国
統
一

署
名
」
（
３
０
０
０
万
人
署
名
）
第
１

次
提
出
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

提
出
集
会
に
は
、
立
憲
民
主
党
、
日

本
共
産
党
、
社
民
党
、
無
所
属
の
会
、

沖
縄
の
風
な
ど
９
条
改
憲
に
反
対
す

る
野
党
会
派
の
党
首
や
国
会
議
員
が

勢
揃
い
し
、
会
場
に
積
み
上
げ
ら
れ
た

署
名
を
前
に
、
参
加
者
か
ら
「
１
３
５

０
万
筆
」
の
署
名
簿
を
受
け
取
り
ま
し

た
。 

 

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員

会
の
福
山
真
劫
共
同
代
表
が
、
「
市
民

と
野
党
が
共
闘
す
れ
ば
、
安
倍
改
憲
は

阻
止
で
き
る
。
」
と
述
べ
、「
な
ん
と
し

て
も
３
０
０
０
万
人
署
名
を
集
め
き

ろ
う
。
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
の
到
達
は 

６
月
８
日
現
在 

６
４
０
５
筆 

 

北
九
州
地
区
労
連
の
、
６
月
２

０
日
（
水
）
現
在
の
到
達
は
、
２

４
組
合
６
，
４
０
５
筆
で
す
。
目

標
に
対
す
る
到
達
は
、
４
２
．
７
％

で
す
。
目
標
を
達
成
に
む
け
、
平

和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
や
憲

法
共
同
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

北九州共闘センターの宣伝行動で 

マイクを握る労働弁護団の服部弁護士 


